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実施設計の概要より抜粋・・・新庁舎の計画地

大國魂神社は、東京都府中市に所在す
る神社。武蔵国の総社であり、東京五
社の一社。

他の四社は東京大神宮、靖国神社、日
枝神社、明治神宮。

初詣の参拝客数は約50万人

1日の平均乗降客数（2022年）
京王線府中駅：75,924人
JR府中本町駅： 28,108人

計画地

https://ja.wikipedia.org/wiki/%E6%9D%B1%E4%BA%AC%E5%A4%A7%E7%A5%9E%E5%AE%AE
https://ja.wikipedia.org/wiki/%E9%9D%96%E5%9B%BD%E7%A5%9E%E7%A4%BE
https://ja.wikipedia.org/wiki/%E6%97%A5%E6%9E%9D%E7%A5%9E%E7%A4%BE_(%E5%8D%83%E4%BB%A3%E7%94%B0%E5%8C%BA)
https://ja.wikipedia.org/wiki/%E6%97%A5%E6%9E%9D%E7%A5%9E%E7%A4%BE_(%E5%8D%83%E4%BB%A3%E7%94%B0%E5%8C%BA)
https://ja.wikipedia.org/wiki/%E6%98%8E%E6%B2%BB%E7%A5%9E%E5%AE%AE
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その他事業計画との関係性（中心市街地活性化ビジョン）

府中市の中心市街地の区域

府中市では「中心市街地活性化ビジョン」を策定し、市
全体がより活力のある地域となるための核として、魅力
と活力を創出する中心市街地の形成を目指しています。

新庁舎「おもや・はなれ」も中心市街地に位置しており、
「にぎわい」を生む回遊の拠点としての役割を担うことを
想定しています。

新庁舎の売店・レストランの誘致においては、新庁舎の
敷地内だけではなく、周辺の駅や大國魂神社、けやき
並木等とのつながりを意識しながら、「にぎわい」を創出
できる事業者の選定を目指します。
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その他事業計画との関係性（中心市街地活性化ビジョン）

ビジョンの基本理念と基本方針（参考）

本市全体がより活力のある地域となるための核として、
魅力と活力を創出する中心市街地の形成が必要で
す。本市が誇る歴史や文化をいかし、「中心市街地
における課題のまとめ」で整理した、「①経済活力の
向上・②回遊性の創出・③市民交流の増進・④Ｓ
ＤＧｓの推進」といった課題に取り組み、次世代につ
なぐ本市ならではの持続可能なまちづくりを進めてい
きます。

そのためには、収集した地域の意見を反映しつつ、地
域の魅力を磨くことで「府中らしさ」を追求し、継続的
に訪れたい・働きたい・住みたいと思える求心力のある
中心市街地を実現する必要があります。

以上のことから、これまでの府中市中心市街地活性
化基本計画のテーマを継承した、ビジョンの基本理念
と基本方針を右記に定めます。
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実施設計の概要より抜粋・・・売店・カフェの配置

売店

カフェ当該敷地は新庁舎敷
地として拡張し、駐輪
場の位置や植栽計画
の見直しを予定してい
ます。

※現在、新庁舎「はなれ」の修正設計を行っており、外構の植
栽や駐輪場、喫煙所等の配置の変更を予定しております。
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実施設計の概要より抜粋

イメージパースの視点
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実施設計の概要より抜粋・・・イメージパース（通り庭南側からみたレストラン）

カフェ
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実施設計の概要より抜粋・・・イメージパース（府中街道側からみた通り庭）

売店
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実施設計の概要より抜粋・・・イメージパース（府中街道側からの鳥観図）
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実施設計の概要より抜粋・・・設計コンセプト

府中市新庁舎のコンセプトについて

売店・レストラン等の誘致により、市庁舎の「にぎ
わい」を創出したいと考えています。

開庁時間に限らず、時間外及び土日、祝日にも
市民の方が利用できるような店舗の誘致を目
指します。
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売店・レストランの概要・コンセプト等について

〇交流を促進する場の提供【府中市庁舎建設基本計画より】
市民が気軽に情報交換や交流を行える場となる、レストランやカフェなどの設置を検討します。

〇歳入確保策の検討【府中市庁舎建設基本計画より】

新庁舎におけるレストラン、売店、駐車場など、民間のノウハウを活用することが可能な施設等については、
更なる市民サービスの向上を図るとともに、市の収入確保が可能な仕組みを検討します。

〇市民が集う開かれた庁舎を実現するための機能【府中市庁舎建設基本計画より】
・夜間や休日利用の拡充を検討し、より多くの市民に利用される使いやすい庁舎となるよう計画します。
・休日などに利用が可能な市内外の人が集う場を提供します。

〇「にぎわい」の創出【実施設計の概要より】

府中市庁舎は府中駅と府中本町駅のにぎわいをつなぐ場所にあります。日常の通り道であり、常に人の活
気のあふれる、また用があってもなくても立ち寄れる」現代の宿場町のような庁舎をコンセプトとしています。



令和7年度(2025-26） 令和8年度（2026-27）
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想定スケジュール
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調査
前提条件の
精査

プロポーザル要綱の作成

プロポーザル
の実施

事業者選定

C工事

サウンディング調査

●「はなれ」
供用開始

カフェ・売店
OPEN

旧庁舎解体工事

「はなれ」建設工事

「はなれ」建設工事

関連工事・備
品納品

レストラン・売店
内装設計（事業者）

市が実施 工事施工者が実施 事業者が実施
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